第３部　無機物質
実験No.6

実験日　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
目的ナトリウムとカルシウムの化合物の性質、反応性についてアンモニアソーダ法を通して理解する。また、炎色反応について確認する。
準備必要な器具を確認し、□にチェック✔をいれる　　※[共有]とあるのは2ペア共有で使用する
□大型試験管　□試験管(2)　□試験管台(大・小) [共有]　　□ピンセット　　□ろ紙(2)
□フェノールフタレイン溶液[共有]　　□マッチ[共有]　　□ろう斗　　□ろう斗台[共有]
□ガスバーナー[共有]　□ステンレス製薬さじ　□卵パック　□ガラス棒　□ナトリウム
□飽和食塩―濃アンモニア水　□ドライアイス　□酸化カルシウムCaO[共有]、薬さじ
実験1　
　①ナトリウムを、カッターナイフを用いて米粒大に切る。ピンセットでろ紙に取り、実験台に持ちかえる。
　②試験管に5mLの水を入れ、ナトリウムを加える。指で試験管の口を軽くふさぎ、発生する気体をため、マッチの火で点火する。
　③反応後、試験管にフェノールフタレイン溶液を1滴加える。




考察１
① 実験の結果、生成物が何であるかを考察しなさい。




②水にナトリウムを加えたときの反応について、化学反応式を示しなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
実験２　※飽和食塩ー濃アンモニア水は、鼻や目を強く刺激するので、注意して取り扱うこと。
　①大型試験管に入った飽和食塩－濃アンモニア水に、1cm角のドライアイス4,5個を1分間隔くらいで入れ、十分な沈殿が生じるまで反応させる。
[bookmark: _GoBack]　②生じた沈殿をろ過したのち、ろ紙上の沈殿物の一部を卵パックにとり、フェノールフタレイン溶液を1滴加えて色の変化を記録する。※ろ液は取っておく。
　③残りの沈殿物をステンレス製薬さじに取り、直接ガスバーナーで加熱する。反応後、生成物をごく少量の水で溶かし、卵パックにとる。フェノールフタレイン溶液を1滴加えて色の変化を記録する。
	
	沈殿物
	沈殿物の加熱後

	ﾌｪﾉｰﾙﾌﾀﾚｲﾝ溶液の変化
	
	


　④酸化カルシウムCaO小さじ1/3杯程度を試験管に取り、蒸留水を3mL加えてよく溶かす。この水溶液をガラス棒につけ、炎色反応を確認し記録する。　炎色反応　　　　　　　　
　⑤④の水溶液に②のろ液を加えてよく振り混ぜる。気体が発生するようであればにおいをかぐ。反応が弱ければ少し加熱してみる。
考察２
　①実験②③の結果、沈殿物とその加熱後の物質について考察できることを書きなさい。



　②実験①③④⑤の化学変化を化学反応式で表せ。※アンモニアソーダ法
　　実験①　飽和食塩―アンモニア水とドライアイスの反応
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　実験③　沈殿物を加熱したときの反応　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　実験④　酸化カルシウムと水の反応
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　実験⑤　実験④の溶液と実験①のろ液の反応　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

演示実験
　リチウム、ナトリウム、カリウム、銅を含むキャンドルに火をつけ、炎色反応を確認する。
	含まれる金属
	キャンドル
	Ca
	Ba

	
	Li
	Na
	K
	Cu
	
	
	

	色
	
	
	
	
	白色
	
	


考察3演示実験で使用したキャンドルは、身近なショップで手に入れることができ、炎色反応が利用されている。白色であったキャンドルにはどんな金属が含まれているかを考察しなさい。



【実験まとめ（実験の目的に沿ったまとめをする）】









実験日　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
目的ナトリウムとカルシウムの化合物の性質、反応性についてアンモニアソーダ法を通して理解する。また、炎色反応について確認する。
準備必要な器具を確認し、□にチェック✔をいれる　　※[共有]とあるのは2ペア共有で使用する
□大型試験管　□試験管(2)　□試験管台(大・小) [共有]　　□ピンセット　　□ろ紙(2)
□フェノールフタレイン溶液[共有]　　□マッチ[共有]　　□ろう斗　　□ろう斗台[共有]
□ガスバーナー[共有]　□ステンレス製薬さじ　□卵パック　□ガラス棒　□ナトリウム
□飽和食塩―濃アンモニア水　□ドライアイス　□酸化カルシウムCaO[共有]、薬さじ
実験1　
　①ナトリウムを、カッターナイフを用いて米粒大に切る。ピンセットでろ紙に取り、実験台に持ちかえる。
　②試験管に5mLの水を入れ、ナトリウムを加える。指で試験管の口を軽くふさぎ、発生する気体をため、マッチの火で点火する。
　③反応後、試験管にフェノールフタレイン溶液を1滴加える。
 (
水面上でナトリウムと水が反応する際、気体が発生して溶けた。発生した気体は、マッチの火を近付けるとポンと音が鳴った。また、反応後の水溶液はフェノールフタレイン溶液で濃い赤色に変化した。
)



考察１
① 実験の結果、生成物が何であるかを考察しなさい。
 (
発生した気体に
マッチの火を近づけてポンと音が鳴ったことと、
ナトリウムが反応した後の水溶液に
フェノールフタレイン
を加えて
赤色に変化
したこと
から、水素と水酸化ナトリウムが生じたことがわかる。また、水酸化ナトリウムは塩基性であることが分かった。
)



②水にナトリウムを加えたときの反応について、化学反応式を示しなさい。
　　2Na　＋　2H2O　→　2NaOH　＋　H2　　　　　　　　　　　　　　　　　

実験２　※飽和食塩ー濃アンモニア水は、鼻や目を強く刺激するので、注意して取り扱うこと。
　①大型試験管に入った飽和食塩－濃アンモニア水に、1cm角のドライアイス4,5個を1分間隔くらいで入れ、十分な沈殿が生じるまで反応させる。
　②生じた沈殿をろ過したのち、ろ紙上の沈殿物の一部を卵パックにとり、フェノールフタレイン溶液を1滴加えて色の変化を記録する。※ろ液は取っておく。
　③残りの沈殿物をステンレス製薬さじに取り、直接ガスバーナーで加熱する。反応後、生成物をごく少量の水で溶かし、卵パックにとる。フェノールフタレイン溶液を1滴加えて色の変化を記録する。
	
	沈殿物
	沈殿物の加熱後

	ﾌｪﾉｰﾙﾌﾀﾚｲﾝ溶液の変化
	うすい赤色
	濃い赤色


　④酸化カルシウムCaO小さじ1/3杯程度を試験管に取り、蒸留水を3mL加えてよく溶かす。この水溶液をガラス棒につけ、炎色反応を確認し記録する。　炎色反応　　橙色　　　　
　⑤④の水溶液に②のろ液を加えてよく振り混ぜる。気体が発生するようであればにおいをかぐ。反応が弱ければ少し加熱してみる。
考察２
 (
沈殿物とフェノールフタレイン溶液の反応でうすい赤色であることから弱塩基、沈殿物の加熱後の物質は濃い赤色であることから強塩基に変化したことが分かる。
)　①実験②③の結果、沈殿物とその加熱後の物質について考察できることを書きなさい。



　②実験①③④⑤の化学変化を化学反応式で表せ。※アンモニアソーダ法
　　実験①　飽和食塩―アンモニア水とドライアイスの反応
　　　　　　　NaCl　＋　H2O　＋　NH3　＋　CO2　→　NaHCO3　＋　NH4Cl　
　　実験③　沈殿物を加熱したときの反応　　※生じるCO2は再利用
　　　　　　　2NaHCO3　→　Na2CO3　＋　CO2　＋　H2O　　　　　　　　　　
　　実験④　酸化カルシウムと水の反応
　　　　　　　CaO　＋　H2O　→　Ca(OH)2　　　　　　　　　　　　 　　　　　
　　実験⑤　実験④の溶液と実験①のろ液の反応　　※生じるNH3は再利用
　　　　　　　Ca(OH)2　＋　2NH4Cl　→　CaCl2　＋　２H2O　＋　2NH3　　　

演示実験
　リチウム、ナトリウム、カリウム、銅を含むキャンドルに火をつけ、炎色反応を確認する。
	含まれる金属
	キャンドル
	Ca
	Ba

	
	Li
	Na
	K
	Cu
	K、Ba
	
	

	色
	赤色
	黄色
	紫色
	青緑色
	白色
	橙色
	黄緑色


 (
光の三原色は赤、青、緑であるので、カリウムの紫（赤と青）とバリウムの黄緑色が混ざって白色がつくられている。
)考察3演示実験で使用したキャンドルは、身近なショップで手に入れることができ、炎色反応が利用されている。白色であったキャンドルにはどんな金属が含まれているかを考察しなさい。



【実験まとめ（実験の目的に沿ったまとめをする）】
 (
ナトリウムはカッターナイフで切ることができるくらい軟らかい金属である。また、水に激しく反応し、水素を発生することが分かった。
飽和食塩－アンモニア水にドライアイスを通すと白色の炭酸水素ナトリウム
NaHCO
3
を生じた。また、
NaHCO
3
を加熱すると
Na
2
CO
3
に変化した。これは、フェノールフタレイン溶液が加熱前の薄い赤色から濃い赤色に変化したことから確認できる。アンモニアソーダ法における行程において、
CO
2
や
NH
3
は再利用し、無駄な廃液をなくす仕組みになっていた。
アルカリ金属やアルカリ土類金属は、それぞれ特有の炎色反応を示すため、その色で含まれる金属の種類が判断できることが分かった。
)








目的ナトリウムとカルシウムの化合物の性質、反応性についてアンモニアソーダ法を通して理解する。また、炎色反応について確認する。
[image: ]実験１の結果でよく観察している様子が分かる記述です。



 (
（
参考例
）
水面上でナトリウムと水が反応する際、気体が発生して溶けた。発生した気体は、マッチの火を近付けるとポンと音が鳴った。また、反応後の水溶液はフェノールフタレイン溶液で濃い赤色に変化した。
)


考察１分かった事の根拠をきちんと述べています。ナトリウムと水との化学反応式も考えてみてはどうでしょう。
[image: ]


考察２フェノールフタレインの色の違いから、塩基性の強弱の比較があると良いでしょう。
[image: ]


[image: ]【実験のまとめ】炭酸水素ナトリウムの熱分解による化学反応に触れてみてはどうでしょう。また、炭酸ナトリウム意義の生成物は何だったのだろうか。







 (
（参考例）ナトリウムはカッターナイフで切ることができるくらい軟らかい金属である。また、水に激しく反応し、水素を発生することが分かった。
飽和食塩－アンモニア水にドライアイスを通すと白色の炭酸水素ナトリウム
NaHCO
3
を生じた。また、
NaHCO
3
を加熱すると
Na
2
CO
3
に変化した。これは、フェノールフタレイン溶液が加熱前の薄い赤色から濃い赤色に変化したことから確認できる。アンモニアソーダ法における行程において、
CO
2
やNH
3
は再利用し、無駄な廃液をなくす仕組みになっていた。
アルカリ金属やアルカリ土類金属は、それぞれ特有の炎色反応を示すため、その色で含まれる金属の種類が判断できることが分かった。
)







以前に比べて、考察の内容がきちんと書けている人が多くなってきています。また、色々な視点を持って実験観察している様子が見られます。しかし、ペア実験だからといって考察やまとめまでペア同士同じ事を書いてしまっている人がいるので今後はやめましょう。同じ記述については評価できません。写す人、写させる人両方とも意識して下さい。
　　　　 　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　（共同実験者　　　　　　　）
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